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米

岡

農

政

と

厚

生

経

済

皐

序

各
国
に
於
て
採
ら
れ
た
農
業
政
策
を
歴
史
的
に
目
見
る
時
、
其
処
に
「
経
済

的
厚
生
」
と
い
う
主
題
を
め
ぐ
る
数
多
〈
の
例
誌
を
挙
げ
う
る
で
あ
ろ
う
。

此
処
に
「
経
済
的
厚
生
」
な
る
も
の
は
、
厚
生
経
済
学
と
い
う
一
貫
せ
る
体

系
に
依
り
指
向
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
、
配
地
史
的
社
会
的
発
展
の
必

然
的
所
産
と
見
る
方
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
英
処
に
厚
生
経
済
学
的
な

考
え
方
、
方
法
の
適
用
を
辿
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
此
の
様
な

視
点
か
ら
米
国
農
政
を
事
後
的
に
分
析
・
検
証
す
る
事
は
、
歴
史
的
諸
事
象

関
の
錯
雑
し
た
関
係
を
あ
る
一
つ
の
体
系
を
も
っ
て
懇
意
的
に
歪
め
る
と
い

う
危
険
を
犯
す
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
依
っ
て
体
系
の
も

つ
理
論
の
一
義
性
が
現
実
的
事
象
に
依
っ
て
劃
さ
れ
る
限
界
を
確
認
十
る
こ

と
が
出
来
る
、
と
い
う
利
点
も
亦
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

此
の
様
な
観
点
か
ら
、
私
は
米
国
農
政
i
特
に
-
一
ユ

1
デ
イ
ル
以
後
の
ー

に
於
で
見
ら
れ
る
諸
点
を
厚
生
経
済
洋
の
面
よ
り
検
討
し
て
見
る
こ
と
よ
3

る。

古
同

山

左E主
ヌZて

ー
経
済
政
策
の
目
的
は
全
人
口
に
対
ず
る
極
大
可
能
福
祉
と
定
義

さ
れ
る

l

戸

」

d
U
L
E同
四

2
M
4
r。
同
)
可
ロ

2
Eめ
の
あ
岳
町
岡
山

Z
E
Z
2改
め
〕

E
-
g
t・
ん
さ
い

米
国
が
農
政
面
に
於
て
積
極
的
活
動
を
示
し
た
の
は
一
九
三

O
年
以
後
に

属
す
る
c
此
の
時
代
ま
で
の
米
国
は
蒼
々
と
そ
の
経
済
的
地
歩
一
を
進
め
、
資

本
主
義
経
済
の
発
展
に
関
し
て
憂
慮
す
べ
き
何
物
も
な
い
か
の
観
を
抱
か
せ

た
。
特
に
二
十
年
代
の
繁
栄
は
老
衰
し
行
〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
資
本
主
義
国
の

経
済
事
情
に
対
比
す
る
時
著
る
し
〈
対
照
的
で
士
山
っ
た
o

此
の
繁
栄
の
原
因
は
大
き
く
分
け
て
次
の
図
っ
と
テ
る
事
が
出
来
る
。

一
、
電
気
'
自
動
車
の
飽
和
点
が
二
十
年
代
末
ま
で
遠
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
0
・

二
、
建
築
業
の
異
常
な
発
展

一
二
、
国
外
投
資
の
増
加
と
外
国
貿
易
の
好
調

四
、
人
口
増
加
趨
勢
の
持
続

1

右
に
見
る
如
き
諸
原
因
に
依
る
二
十
年
代
の
繁
栄
は
、
何
等
強
力
な
経
済

一一一
一



政
策
の
作
用
に
依
る
も
の
で
は
な
〈
、
米
国
資
本
主
義
体
制
の
自
動
的
調
整

作
用
に
依
っ
て
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
此
の
様
な
条
件
下
に
於
て
は

経
済
政
策
の
働
き
得
る
限
界
は
極
め
て
狭
く
、
且
つ
そ
れ
自
体
消
極
的
な
も

の
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
経
済
政
策
一
般
が
此
の
様
な
条
件
下
に
あ
る
時
、

農
業
政
策
は
殆
ん
ど
某
の
機
能
面
を
も
ち
得
、
す
、
国
家
的
観
点
よ
り
見
て
生

産
は
異
常
な
浪
費
と
困
窮
の
下
に
行
わ
れ
て
い
た
。

当
時
の
農
業
の
置
か
れ
て
い
た
事
情
を
見
る
と
、
生
産
は
慢
性
過
剰
生
産

に
く
る
し
め
ら
れ
、
農
家
資
産
は
一
九
一
九
年
七
百
八
ず
億
ド
ル
と
評
価
さ

れ
た
も
の
が
、
.
九
二
九
年
に
は
五
百
七
十
六
億
ド
ル
に
減
じ
、
収
入
も
百

五
十
億
ド
ル
か
ら
百
二
十
億
ド
ル
に
夫
々
約
二
十
%
の
減
少
を
見
せ
て
い

る。
斯
か
る
農
業
部
門
の
不
振
・
不
況
を
価
格
関
係
の
人
為
的
操
作
に
依
っ
て

数
済
せ
ん
と
し
た
マ
ツ
グ
ナ
リ
・
ホ
1
ゲ
シ
法
は
、
一
九
二
四
年
よ
り
一
九

二
八
年
に
至
る
ま
で
三
度
談
会
に
提
出
さ
れ
た
が
遂
に
日
の
白
を
見
る
に
至

ら
な
か
っ
た
。
此
の
一
事
を
見
て
も
二
十
年
代
の
米
国
農
政
の
性
絡
が
理
解

出
来
る
と
思
う
。

し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
永
久
的
繁
栄
の
夢
、
即
ち
ビ
ジ
ネ
ス
の
繁
栄
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
助
長
政
策
の
築
き
上
げ
た
楼
閣
は
一
九
三
十
年
代
に
入
る
や
忽
然

と
し
て
消
散
し
去
っ
た
の
で
あ
る
。

循
環
論
的
に
見
て
、
経
済
が
内
生
的
諸
要
因
の
作
用
に
依
っ
て
沈
滞
上
り

繁
栄
へ
の
道
を
辿
り
得
る
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
同
様
の
推
理
に
依
り
、

一
九
三

O
年
以
後
の
不
況
と
そ
の
慢
性
化
も
亦
経
済
の
そ
の
内
生
的
諸
要
因

の
自
動
的
作
用
に
依
っ
て
好
況
え
と
転
じ
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
斯
か

る
指
理
は
資
本
主
義
体
制
の
置
か
れ
て
い
る
歴
史
的
な
位
置
を
無
視
し
て
は

一
一一一

無
意
味
な
も
の
と
な
る
o

コ
一
十
年
代
の
米
国
経
済
政
策
は
、
そ
の
経
治
の
体
制
的
・
構
造
的
認
識
の

愛
草
を
背
景
と
ナ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

当
時
の
大
統
領
7

1
パ
1
の
一
九
二
九
年
以
後
数
年
間
に
亘
っ
て
か
け
た

資
本
主
義
経
済
体
制
の
自
動
的
調
整
、
自
然
調
和
へ
の
信
頼
は
敢
な
〈
崩
れ

積
極
的
な
国
家
に
依
る
経
済
政
策
の
意
義
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
」
九
二
九
年
の
大
恐
慌
に
依
る
米
国
経
済
構
造
の
斐
質
は
経
済
面
に
対
す

る
国
家
的
干
渉

1
介
入
の
範
囲
を
若
る
し
く
拡
大
せ
し
め
た
。

農
業
政
策
に
関
し
て
も
著
る
し
く
改
革
的
な
函
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
次
に
-
一
ユ

1

・
デ
イ
1
凡
下
の
農
政
に
就
い
て
改
革
的
な
諸
点
を
拾
ひ

検
討
し
て
見
ょ
う
。

ニュ

1

・
デ
イ
1
ル
下
の
農
政
の
重
点
は
次
の
二
つ
に
要
約
さ
れ
る
。

一
、
農
民
の
購
買
力
を
増
犬
せ
し
め
る
た
め
に
、
生
産
制
限
と
価
格
支
持

を
行
う
こ
と
。

二
、
農
民
を
負
債
の
重
庄
工
り
教
済
す
る
た
め
に
、
低
利
の
農
業
金
融
を

行
う
こ
と
。

で
は
斯
か
る
政
策
は
如
何
な
る
目
的
を
も
ち
、
叉
い
か
な
る
.
手
段
に
依
存

し
て
い
た
か
を
検
討
し
て
見
ょ
う
o

一
九
三
二
年
五
月
十
二
日
「
農
業
救
済
及
び
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
法
」
が

制
定
さ
れ
、
そ
の
第
一
部
A
-
A
-
A
「
農
業
調
整
法
」
に
於
て
は
そ
の
目
的

を
次
の
如
く
掲
げ
て
い
る
。

「
農
産
物
の
生
産
と
消
費
の
均
衡
を
計
り
、
そ
の
市
場
販
売
を
調
整
ナ
る

こ
と
に
依
り
、
農
産
物
価
格
の
水
準
を
引
き
上
げ
農
民
が
購
買
す
る
商
品
に



対
す
る
農
産
物
の
購
買
力
を
各
基
本
期
間
!
煙
草
を
除
〈
全
農
産
物
に
つ
い

て
は
一
九

O
九
年
八
月
か
ら
一
九
一
四
年
七
月
ま
で

l
の
購
買
力
に
ひ
と
し

か
ら
し
め
る
こ
と
」

周
知
の
ご
と
く
此
の
目
的
は
工
業
製
品
と
農
産
物
と
の
間
の
購
買
力
の
較

差
を
解
消
し
、
第
一
次
大
戦
前
の
経
済
の
比
較
的
安
定
せ
る
時
期
の
両
部
門

生
産
物
価
格
関
係
に
立
ち
反
ら
せ
る
こ
と
に
依
づ
て
、
農
業
の
慢
性
的
不
況

を
緩
和
救
済
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
o
而
し
て
、
此
処
に
見
ら
れ
る
如

き
政
策
目
的
を
実
現
せ
し
む
べ
き
手
段
、
即
ち
戦
略
要
因
は
両
部
門
生
産
物

価
絡
で
あ
る
。
農
産
物
価
格
に
関
し
て
見
れ
ば
、
農
産
物
特
に
主
食
の
需
要

弾
力
性
は
極
め
て
小
さ
い
た
め
、
供
給
が
需
要
を
超
過
ず
る
場
合
に
は
価
格

は
大
巾
に
下
落
し
、
逆
の
場
合
に
は
逆
の
関
係
が
現
は
れ
る
。
こ
の
た
め
農

1
l

産
物
価
格

を
引
き
上

げ
或
は
維

お
せ
ん
が

た
め
に
は

生
産
量
を

切
り
下
げ

る
か
あ
る

点
に
維
持

抑
制
す
る

必
要
が
生

ず
る
o

此

の
基
本
関

l 竿1
第 1表

64 

q
L

ミ
J

O

O

O

J

0

2

7

a

 

73 

86 

係
が
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば

政
策
目
的
の
実
現
は
不
可

能
と
な
る
。
然
る
に
此
の

基
本
関
係
を
確
定
す
る
た

め
の
政
府
に
依
る
生
産
制

限
の
方
策
は
、
一
九
三
六

年
一
月
六
日
大
審
院
に
於

て
.
違
憲
の
判
決
を
受
け
、

価
格
政
策
も
危
機
に
爆
さ

れ
る
か
に
見
え
た
の
で
あ

る
が
、
政
府
は
更
に

F-一

白
。
Emw⑦
】
三
広
三
2
国

間

口

L

U

C

E
。a
z
〉

-rz=2MFgn-

「
土
地
保
全
及
び
園
内
割

当
法
」
を
同
年
六
月
二
十

九
日
に
制
定
し
、
生
産
統
制
は
斯
く
て
政
策
的
戦
略
要
因
と
し
て
採
用
せ
ら

れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

-一ユ

1

・
デ
イ

1
ル
農
政
の
放
果
は
第
一
表
に
明
ら
か
な
如
〈
‘
一
九
一
一
一

二
年
に
六
一
%
で
あ
っ
た
両
部
門
企
産
物
の
購
買
力
比
は
一
九
三
七
年
に
は

九
三
%
に
ま
で
回
復
し
、
叉
農
家
所
得
も
第
二
表
に
見
る
如
く
一
九
一
一
一
一
一
一
年

の
五
一
億
一
千
七
百
万
ド
ル
よ
り
一
九
三
六
年
の
七
入
億
五
千
万
ド
ル
へ
と

増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
o

ニュ

1

・
デ
イ

1

ル
下
の
経
済
は
一
九
三
八
年
に
至
っ
て
下
り
坂
を
一
応
し

急
速
に
戦
争
に
捲
き
込
ま
れ
た
L

め
そ
の
最
終
の
数
果
を
検
討
し
得
ぬ
憾
は

|現 金1-" 11'71 つ泊|マ""，，1 マ。"，，1i所得総額 J，11/1 u，ノ守Uj ， ， V7VI f， U.....VI 

1 S.コ 2781 5951 4981 4801 1 j政府支払額 LIUj .//./1 '~VI 

!所得総額に
|対する政府 5.4
1支払の比率

沼江・同書 p，36 

第 2表

農家所得増大率

一一一一一



あ
る
に
し
て
も
、
農
政
商
に
就
い
て
は
戦
中
戦
後
を
通
じ
そ
の
基
本
線
は
改

愛
せ
ら
れ
る
こ
と
な
〈
貰
か
れ
た
L

め
、
斯
政
策
は
各
方
面
よ
り
批
判
を
浴

せ
ら
れ
て
い
る
o

以
下
に
取
り
上
げ
る
厚
生
経
済
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

猶
多
〈
論
ず
べ
き
点
を
残
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
此
の
点
は
章
を
改
め
て

論
じ
よ
う
。

ー
も
L
U
「
善
」
と
は
何
か
u

と
訊
ね
ら
れ
た
な
ら
ば
、
私
は
五
回
は
善

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
事
物
の
目
的
で
あ
る
μ

と
容
で
え
る
o

或
は
H

蓮
田
と
は
如

何
に
定
義
す
べ
き
か
ρ

と
訊
ね
ら
れ
た
な
ら
ば
、
私
は

w
そ
れ
は
定
義
さ
れ

ぬ
'
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
私
の
栄
一
一
の
す
べ
て
だ
μ

と
答
え
る
o
厚
生
と
い
う

こ
と
も
善
と
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
l

h

HJmAVF
点、

E
r
r
g
L
点
、
巳
『

5
4

エユ

1

・
ヂ
イ
l

ル
経
済
政
策
の
目
的
が
つ
公
衆
の
利
益
」
で
あ
り
、
新

か
る
目
的
体
系
に
依
っ
て
-
一
ユ

1

・
デ
イ

1
ル
原
則
が
遂
行
さ
れ
た
と
す
れ

ば
、
此
の
関
係
か
ら
序
に
於
て
の
べ
た
厚
生
経
済
学
と
の
関
聯
も
推
論
し
う

る
と
思
う
。

厚
生
経
済
学
は
サ
ミ
ユ
エ
ル
ソ
ン
に
依
っ
て
新
日
の
両
者
に
分
類
さ
れ
て

い
る
が
、
此
処
で
取
扱
う
そ
れ
は
主
と
し
て
後
者
、
即
ち
J

ピ
グ

1
厚
生
経
済

学
で
あ
る
。

ピ
グ
ー
は
厚
生
の
増
大
に
関
し
て
次
の
如
き
三
命
題
を
設
け
た
。

一
、
国
足
分
前
分
の
平
均
量
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
程

二
、
国
民
分
配
分
中
金
者
に
帰
属
す
る
平
均
取
得
分
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
程

四

一
二
、
国
足
分
国
分
の
年
々
の
量
、
及
び
貧
者
に
帰
属
す
る
年
々
の
取
得
分

の
受
動
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
程
、
経
済
的
厚
生
は
増
大
す
る
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
ら
は
換
言
す
れ
ば
、
国
民
所
得
の
靖
犬
、
均
等
な
る
国
分
、
そ
し
て

安
定
を
目
的
と
す
る
命
題
で
お
る
。
此
の
命
題
が
現
実
に
妥
当
ず
る
た
め
に

は
、
個
人
数
用
の
可
測
性
、
ひ
い
て
は
社
会
的
更
生
函
数
の
確
定
が
前
提
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
此
の
場
合
一
応
サ
ミ
ユ
エ
ル
ソ

ν
に
依
る
諸
仮
定

を
設
け
る
こ
と
に
依
っ
て

認
可

H
q
+
屯
+
C一U
+
:
・
・
+
g
l
(戸
)

が
成
立
す
る
も
の
と
十
る
n

問
題
の
性
格
上
厚
生
画
数
合
農
業
部
門
と
非
農
業
部
門
と
の
こ
つ
に
分
け

る
o

斯
〈
寸
る
こ
と
に
依
り

柏
市
、
リ

m
F
+柏市、
1
〈
♀
十
円
品
+
C
ト
+
・
:
:
十
円
九
)
+
(
門
同
一
+

え
+

+

S

E

(
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叉
単
純
に
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用
が
所
得
に
比
例
す
る
も
の
と
す
れ
ば

門
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一
九
日
川

J
v
h
(一
同
)
:
・
・
.
，
.
(
∞
)

h
v
(
H
弓
同
州

δ
室
〉

所
得
は
価
格
と
供
給
量
と
の
函
数
、
叉
は
生
産
各
要
素
1

此
処
で
は
資
本

C
と
労
働
L
の
み
を
考
え
る
i
!
の
画
数
と
考
え
得
る
か
ら

c
h
w
U
J
v
h
ハN
N
)
H
J
F一
一
(
仁
明
子
、
a
)
H、
口
〔
(
ド

h
)
:
・
-
{
串
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倒
式
と
制
式
と
よ
り
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刷会
H
M
-
L
Q
)
H
M
a
4
h
s
h
a
y
M
E』

NM2・
be--
・
(
日
)

同

Q
H
酔

唱

H
'

増
幅
回

が
得
ら
れ
る
。
印
式
は
部
分
厚
生
が
部
分
所
得
に
比
例
す
る
こ
と
を
示
す
o

斯
の
如
く
厚
生
と
所
得
の
一
義
的
お
比
例
関
係
を
仮
定
す
る
こ
と
に
依
り
、

ニュ

1

・
デ
イ

1

ル
下
の
農
業
の
厚
生
を
検
討
し
て
見
ょ
う
。

第
三
表
は
此
の
関
係
を
一
示
寸
，
も
の
で
あ
る
。
之
に
依
っ
て
見
る
も
明
ら
か

な
如
く
農
業
部
門
の
厚
生
は
年
三
者
る
し
〈
増
大
し
て
い
る
。

ζ
れ
を
単
純

〉

1
1
1
q
A
1「
引
|
一
な
画
数
関
係
に
依
っ
て
苧
え
る
と
、
政

ろ
一
片
ば

F
-
-
-
-
-
一

誠
一
一
瞬
一
∞

Mm

沼
野
一
策
的
に
は
、

ω式
の
お
か
』
一
定
に
制
限

t
一

j

E

l

i

t

-

-

畑

一

増

一

一

す

る

か

或

は

切

り

下

げ

る

か

す

る

こ

と

れ

一

山

司

判

例

則

一

に

害

、

非

農

業

部

門

の

宣

言

発

!
一
一
「
一
弘
ふ
乙
丸
一
展
拡
大
と
相
侯
っ
て
ん
を
安
定
せ
し
め
一

第

↑

駅

一

一

る

か

増

犬

山

せ

し

め

る

こ

と

を

示

す

も

の

一
次
一

3

4

5

6

一
に
他
な
ら
な
い
。
然
し
乍
ら
、
削
式
に

一

一

内

旬

、

J

q

、
d

q
ノ
内
ベ
J

一

一
年
一
ゆ
川
口

mwω

一
於
け
ふ
h
は
ふ
を
一
定
と
し
た
場
合
需

「

lレ
|
l
i
l
i
-
-
|一
要
の
函
数
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
必
然

的
に
非
農
業
部
門
及
び
農
業
部
門
に
於
け
る
需
要
の
大
き
さ
に
左
右
さ
れ

る
o
而
し
て
め
函
数
は
仇
に
依
存
し
、
山
は
h
の
函
数
で
あ
り
、

h
は
叉
需

要
D
の
函
数
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
町
内
は
D
の
函
数
で
あ
る
と
言
ド
う
る
o
即

ち

モミ
H
勾

(
3
・j
i
-
-
・
:
:
:
・
(
品
)

が
成
立
つ
訳
々
あ
る
。
斯
く
見
る
時
-
一
ユ

1

・
デ
イ

1

ル
農
政
は
お
を
制
限

す
る
一
方
、
抗
の
戦
略
的
要
因
D
を
ヱ
業
政
策
を
通
じ
て
増
大
ぜ
し
め
、

斯
く
し
て
h
及
び
n

仰
を
増
大
佐
し
め
よ
ー
と
し
た
と
見
る
事
が
出
来
る
。
そ

れ
故
最
終
の
戦
略
愛
数
は
農
業
部
門
に
対
す
包
比
重
の
極
め
で
小
さ
い
非
農

業
部
門
の
農
産
物
に
対
す
る
需
要
の
き
ざ
で
あ
っ
た
。
単
的
に
言
え
ば
A
-

A
-
A
政
策
と
言
っ
て
も
真
に
農
民
厚
生
の
絶
対
的
増
大
を
保
証
し
得
た
訳

で
は
な
く
、
そ
の
殺
果
は
一
に
ヱ
業
の
発
達
如
何
に
か
L

っ
て
い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
全
経
済
政
策
、
特
に
工
業
政
策
の
従
属
的
な
一
環
に
す
ぎ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

以
上
は
極
め
て
概
念
的
な
画
数
論
的
規
定
で
あ
る
が
、
ピ
グ
1
は
国
民
所

得
の
増
大
の
た
め
に
限
界
生
産
力
均
等
な
る
原
則
を
採
用
し
て
い
る
o

次
に

限
界
生
産
力
の
観
点
よ
り
問
題
を
検
討
し
て
見
ょ
う
。

限
界
生
産
力
が
各
企
業
に
於
て
均
等
で
あ
る
と
い
う
条
件
が
生
産
の
極
大

を
費
す
も
の
で
φ

め
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
件
は
次
の
如
〈

一
応
さ
れ
る
。
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。
明
、
十
回
。
て
お
一
。
で
一
、

ご

芯

(

幹

一

)

例
制
式
怯
生
産
因
子
の
最
適
回
分
状
態
は
、
任
意
の
二
生
産
因
子
の
限
界

生
産
力
の
比
が
そ
の
総
て
の
用
途
に
就
い
て
ひ
と
し
レ
場
合
で
ゐ
り
、
こ
の

比
の
値
は
当
該
生
産
因
子
の
生
産
に
於
け
る
限
界
代
替
率
に
ひ
と
し
い
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
る
o
然
し
、
実
際
に
此
の
よ
う
な
条
件
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
o
第
四
表
は
工
業
労
働
者
の
年
間
労
賃
と
農
業
雇
傭

労
働
者
の
そ
れ
と
の
比
較
で
ゐ
る
。
此
の
表
に
依
っ
て
見
る
も
明
ら
か
な
よ

一
一
二
五
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比

1
1
A
l
J
I
-
-訓
ペ

ベ

一

う

に

工

業

部

門

に

於

け

-令
J

一

7
4

『
J
1
i
n
u
-
-

マt

一

72
一

3

3

3

3

3

2

一
る
労
働
者
の
労
賃
は
、

百

一

一

一

億

賃

一

回

凶

行

問

位

幻

一

農

業

雇

傭

労

働

者

の

そ

ゴ

径

一

8

6

4

3

3

2

一

一時制労一

s

一
間
れ
の
殆
ん
ど
一
一
一
倍
に
遠

表

一

問

屋

市

一

一

np

寸
る
程
の
開
き
を
一
応
L

a
低
賃
一
印
%
仰
|
矧
i
弓
叫
J
瑚」

ぢ
一

3

1

8

4

2

1

0

一
k
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

第
一
期
労
一
つ
山
つ
叫
し
し
し
し
し
一
ぬ

工

者

医

J
I
-
-ト
I
l
l
l一
凶
作
式
刷
式
に
見
ら
れ
る

一

て

一

初

日

H

一U

如
、
ぎ
条
件
は
両
部
門
に

γシ
一

口

ノ

臼

ノ

一

?

一
併
の
位
引
刊
寸
寸
一
山
一
日
一
つ
て
は
決
し
て
満
さ

-

2

3

3

2

3

↑
一
一
i

一
年
一
日
引
い
し
い
し

U

妨
仰
向
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ

一

|
L
i
l
l
i
-
-
1
1
Hい
い

一

る

o
又
第
五
表
は
農
業

内
部
に
於
汁
る
賃
銀
率
の
地
域
的
相
違
を
一
訳
す
。
こ
れ
に
依
る
も
、
農
業
地

域
別
賃
銀
率
も
著
る
し
い
高
低
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
観
取
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
に
依
っ
て
見
る
と
限
界
生
産
力
均
等
法
則
は
現
実
に
は
実

証
不
可
能

と
言
は
ね

ば
な
る
ま

‘lw 
則
ち
、

ニユ

1
・

デ
イ

1
ル

政
策
は
ピ

グ

1
の
田
氏

け
た
厚
生

第 5表
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南部太西洋地方 100¥ 

南東中部地方 93

南西 M 

[中部太西洋地方

北東中部地方 l

ニューイシグラシド;

北西中部地方|

J 山岳地方i

12平洋岸地;(
Schultz.同書 p，112

138 

177 I 

170 I 

209 

175 

229 ~ 

335 I 

181 

域
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一一~ 
/、

増
大
化
の
.
第
一
命
題
を
実
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
斯
〈
し
て
限
界
生
産

力
に
応
ず
る
所
得
の
分
菌
、
即
ち
第
二
命
題
は
必
然
的
に
実
現
せ
ら
れ
る
こ

と
な
く
し
て
終
っ
た
。

次
に
厚
生
経
済
学
の
第
一
二
命
題
に
就
い
て
見
て
み
る
。

第
三
命
題
、
一
則
ち
国
民
所
得
の
安
定
は
-
一
ユ

1

・
デ
イ

1
ル
政
策
の
最
も
'

力
を
入
れ
た
点
で
あ
っ
た
と
思
う
。
先
に
の
ベ
た
剛
式
と
川
別
式
と
の
関
係
か

ら

h

v

N

V

 

畑、a
H
M
も
向
(
同
)
リ

H
-ヤ
何
(
』
U

手
伝
)
H』
「
同
ハ
む
)
;
:
・
・
(
吋
)

岡
崎

H
H

セ

u-

が
引
き
出
さ
れ
る
o

即
ち
ρ

仰
を
政
策
的
に
統
制
す
る
こ
と
に
依
り
、
品
を
D

と
の
一
義
的
関
係
に
置
く
こ
と
が
政
策
の
狙
い
で
お
っ
た
と
言
え
る
。
斯
か

る
関
係
に
あ
る
両
定
数
は
直
接
比
例
関
係
に
立
つ
。
所
得
の
安
定
は
斯
く
し

て
D
の
安
定
と
同
義
と
見
倣
さ
れ
る
。
然
る
に
D
は
理
論
経
済
学
よ
り
見
れ

ば
Y
の
函
数
、
則
ち
所
得
の
函
毅
で
表
は
さ
れ
、

Y
は
叉
I
、
即
ち
投
資
の

函
数
と
し
て
表
ば
さ
れ
る
o
函
数
的
に
は
次
の
如
〈
表
現
さ
れ
よ
う
o

て
l
d
F
(
L
J
1
1
1
{
U
)

U
H
H叫
(
て
)
|
|
(
∞
)

U
H可
ハ
モ

(
N
U
l
l事

消
費
性
向
は
短
期
的
に
見
て
余
り
受
動
を
一
示
さ
な
い
か
ら
、

D
は
Y
の
受

動
の
大
き
さ
に
左
右
さ
れ
る
o

ヒ
ツ
グ
ス
、
ハ
ロ
ツ
ド
、
ヵ
レ
ツ
キ
1
等
の

述
べ
る
如
く
、
景
気
循
環
が
内
生
的
要
因
に
依
っ
て
発
生
す
る
も
の
と
す
れ

ば、

Y
の
受
動
は
、
資
本
主
義
経
街
体
制
に
於
て
は
不
可
避
的
な
も
の
と
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
経
済
体
制
と
い
う
枠
内
で
の
政
策
の
限
界
を
示
す

如
く
、
第
二
表
は
此
の
関
係
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
一
九
三
七



年
九
三
%
ま
で
辿
り
着
い
た
パ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
千
ス
は
一
九
ゴ
一
八
年
に
至
っ

て
、
急
速
に
七
八
%
に
一
五
%
の
減
退
を
見
せ
て
い
る
。

斯
く
の
如
く
農
業
所
得
安
定
の
た
め
の
戦
略
径
数
は
農
業
部
門
に
於
て
は

ね
と
い
う
一
安
数
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
経
済
全
体
と
結
び
合
せ
る
時
戦
略

愛
数
の
比
重
は
大
き
く
非
農
業
部
門
の
安
定
化
の
た
め
の
諸
斐
数
ぃ
投
資
の

大
き
さ
、
利
潤
率
等
l
に
移
る
。

斯
く
し
て
農
業
所
得
安
定
の
た
め
の
農
業
生
産
内
部
の
戦
略
愛
数
が
、
上

述
し
た
如
く
、
国
民
所
得
安
定
の
た
め
の
戦
略
愛
数
に
対
し
て
単
な
る
消
極

的
な
役
割
し
た
持
ち
得
ぬ
時
、
農
業
政
策
の
性
絡
も
亦
消
極
的
な
も
の
た
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

ピ
グ

1
第
三
命
題
も
農
業
部
門
に
於
て
は
ニ
ュ

1

・
デ
イ
1

ル
政
策
下
に

於
て
さ
し
て
改
革
的
な
実
現
を
見
な
か
っ
た
と
結
論
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ

〉
ヲ
治
。
然
し
、
少
く
も
厚
生
。
立
場
か
ら
見
て
、
パ
ザ
テ
イ
・
プ
ラ
イ
ス
の
果
し

た
役
割
は
過
小
評
価
さ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
勿
論
パ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ

イ
ス
は
上
述
せ
る
如
き
理
論
的
・
現
実
的
制
約
を
も
ち
、
更
に
そ
れ
自
体
に

於
て
貨
幣
数
量
説
的
限
界
を
も
ち
は
ぺ
す
る
が
、
こ
れ
が
農
業
関
係
調
整
の
一

手
段
と
し
て
長
年
月
に
一
日
一
っ
て
採
用
せ
ら
れ
立
保
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

実
の
中
に
は
、
何
ら
か
の
合
理
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
次
に
農

業
に
於
け
る
厚
生
と
い
う
立
場
か
ら
、
今
一
度
そ
の
戦
略
斐
数
と
し
て
の
パ

リ
テ
ィ
・
プ
ラ
イ
ス
を
検
討
し
て
見
る
こ
と
L
寸
る
o

農
産
物
価
格
は
戦
申
・
戦
後
を
通
じ
て
好
条
件
に
恵
ま
れ
上
昇
傾
向
を
辿

っ
た
c
価
格
の
上
昇
傾
向
は
叉
所
得

の
増
大
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
六
-

七
表
は
こ
れ
ら
の
関
係
を
一
示
す
。
即

ち
工
業
労
働
者
の
賃
銀
所
得
に
対
し

て
農
業
従
業
者
一
人
当
り
の
平
均
純

所
得
は
、
一
九
四

O
年
の
四
二
%
か

ら
一
九
四
二
年
の
五
六
%
へ
、
そ
し

て
更
に
一
九
四
四
年
の
六
二
%
へ
と

飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
。
農
業
労

働
者
一
人
当
り
所
得
の
こ
の
よ
う
な

順
調
な
増
大
は
猶
、
戦
争
と
い
う
外

生
因
に
依
る
も
の
と
し
て
も
、
農
産

物
価
格
の
安
定
と
上
昇
に
は
パ
リ
テ

ィ
価
格
政
策
も
あ
づ
か
っ
て
力
あ
っ

た
も
の
と
言
ば
ね
ば
な
る
ま
い
。

勿
論
、
戦
時
中
の
価
格
政
策
は
、

パ
リ
テ
ィ
価
格
を
中
軸
と
す
る
支
持

価
絡
政
策
の
型
態
を
と
っ
て
来
た
。

此
処
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
点
は

此
の
様
な
価
格
政
策
が
採
ら
れ
た
場

合
価
格
の
硬
直
性
は
不
可
避
的
な
も

の
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ぶ
o

価
格
が
硬
直
性
を
も
っ
と
言
う
こ
と
は
、

資
源
の
有
数
な
る
配
分
叩
パ
ラ
メ
タ
ー
と
し
て
価
絡
が
機
能
し
得
な
く
な
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
然
し
か
L

る
欠
陥
は
戦
時
統
制
経
済
に
特
有
な
も
の
と

第 6表
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の
み
は
必
ず
し
も
一
言
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
程
度
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
パ

リ
テ
ィ
価
格
自
身
も
か
L

る
性
絡
を
は
な
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
戦
中
戦
後
を
通
じ
パ
リ
テ
ィ
価
格
を
中
心
と
し
た

と
こ
ろ
の
農
業
政
策
は
成
功
を
収
め
た
か
に
見
え
る
。
だ
が
生
産
及
び
分
間

に
関
し
て
見
れ
ば
上
述
せ
る
欠
陥
は
直
ち
に
現
は
れ
る
。
先
づ
生
産
に
与
え

た
パ
リ
テ
ィ
価
格
の
数
果
に
つ
い
て
要
約
し
よ
う
。

第
一
に
資
源
の
有
放
な
る
配
分
に
就
い
て
。
先
に
も
見
た
如
く
漫
業
労
働

者
は
工
業
労
働
者
に
比
し
て
著
る
し
く
そ
の
所
得
は
低
い
。
斯
く
て
農
村
内

部
に
存
在
す
る
過
剰
労
働
力
の
問
題
が
資
源
の
有
放
な
る
配
分
に
関
す
る
最

古
重
要
な
問
題
と
し
て
浮
び
上
っ
て
来
る
。
更
に
第
五
表
に
も
明
ら
か
な
如

く
、
農
業
生
産
地
域
聞
の
賃
銀
差
の
極
め
て
大
き
く
現
は
れ
て
い
る
現
状
に

於
て
は
、
地
域
間
の
相
対
的
人
口
過
剰
も
大
き
な
問
題
と
き
口
は
ね
ば
な
る
ま

、し

期
〈
の
如
き
労
働
力
の
非
致
率
的
利
用
を
解
消
す
る
た
め
に
パ
リ
テ
ィ
価

絡
は
如
何
な
る
機
簡
を
果
し
た
か
を
結
論
す
る
前
に
、
此
の
問
題
を
解
決
す

る
も
の
と
し
て
シ
且
ル
ツ
が
提
出
し
た
農
・
工
両
部
門
発
展
速
度
に
就
い
て

触
れ
て
み
る
こ
と
L

ナ
る
。

戦
前
・
戦
中
の
資
料
に
依
っ
て
見
る
も
農
産
物
価
絡
及
び
農
業
所
得
は
可

成
り
順
調
な
上
昇
を
見
せ
て
居
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
二
者
と
両
部
門
発
展
率

と
の
聞
に
は
相
関
関
係
が
見
出
さ
れ
る
o

斯
〈
て
シ
ユ
ル
ツ
は
農
業
と
工
業

と
の
発
展
率
が
一
対
三
と
い
う
値
を
と
る
場
合
に
、
農
産
物
価
格
、
農
業
所

得
も
工
業
に
於
け
る
そ
れ
ら
に
対
す
る
パ
リ
テ
ィ
を
獲
得
し
、
此
の
過
程
に

於
て
過
剰
労
働
力
の
問
題
も
解
決
さ
れ
る
と
し
て
レ
る
。
と
の
新
ら
し
い
成

長
率
的
観
点
に
は
猶
多
〈
の
問
題
と
す
べ
き
点
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な

一
三
ぺ

ぃ
。
然
も
猶
此
処
に
於
て
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
彼
が
農
業
問
題
の

解
決
を
全
経
a併
と
の
関
連
に
於
て
見
出
そ
う
と
し
た
そ
の
態
度
が
問
題
の
焦

点
合
唯
一
串
に
工
業
部
門
に
移
し
た
に
止
ま
り
、
'
解
決
は
何
ら
な
さ
れ
る
こ
と

な
く
看
過
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
ら
る
。
こ
の
成
長
率
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
解

決
は
自
然
に
侠
つ
他
は
な
い
で
為
ろ
う
o
或
は
叉
ヱ
業
成
長
率
助
長
策
が
積

極
的
な
意
図
の
下
に
採
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
斯
く
て
農
業
生
産
は

再
び
三
十
年
代
以
前
の
状
態
に
放
置
さ
れ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
一
此
の
解

答
は
政
策
主
体
の
歴
史
的
政
治
・
経
済
的
認
識
如
何
に
か
L

っ
て
い
る
o

然

L
現
在
パ
リ
テ
ィ
価
格
が
政
策
手
段
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
の
で
ら
る
か
ら
一

此
の
パ
リ
テ
ィ
価
格
が
農
業
調
整
ひ
い
て
は
経
『
街
の
全
機
構
に
関
し
て
有
数

な
価
格
機
能
を
某
し
た
か
否
か
を
検
討
し
よ
う
o

有
放
な
価
格
機
能
と
は
、

農
業
生
産
に
於
け
る
有
数
な
配
分
決
定
を
な
さ
し
め
る
価
格
の
機
能
と
、
農

産
物
を
、
消
費
者
に
流
入
せ

L
め
る
に
当
っ
て
適
当
な
役
割
を
果
す
価
絡
の
機

能
を
さ
す
o

之
に
対
す
る
解
答
は
、
パ
リ
テ
ィ
価
格
は
こ
れ
ら
の
機
能
を
果
し
え
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
。

先
づ
第
一
の
機
能
に
関
L
て
は
、
価
格
運
動
と
農
民
離
村
と
の
逆
説
的
関

係
が
之
に
答
え
る
で
あ
ろ
う
o

第
二
の
機
能
に
関
し
ぜ
は
、
パ
リ
テ
ィ
価
格
に
内
在
す
る
諸
矛
慣
は
農
産

物
の
需
給
の
均
衡
を
保
持
L
得
、
す
、
斯
〈
て
生
産
上
の
均
衡
を
阻
害
す
る
如

き
作
加
を
及
ほ
し
、
国
家
的
な
見
地
か
ら
す
る
も
資
源
の
浪
費
は
依
然
と
し

て
阻
止
し
得
な
か
っ
た
。

農
業
所
得
に
関
し
て
パ
リ
テ
ィ
価
絡
の
果
し
た
役
割
は
先
に
も
見
た
如
〈

明
ら
か
で
あ
る
。
然
し
此
処
で
特
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
点
は
、
米
国
農



業
に
於
け
る
階
層
の
問
題
で
あ
る
。
即
ち
如
何
に
パ
リ
テ
ィ
価
務
が
正
常
に

機
能
し
た
と
し
て
も
、
価
絡
丈
で
は
此
の
階
層
聞
の
所
得
の
ア
ジ
バ
ラ
ン
ス

資
金
借
入
れ
に
於
け
る
ア
ジ
バ
ラ
シ
ス
等
弁
」
解
消
し
得
ぬ
許
り
で
は
な
く
、

寧
ろ
拡
大
す
る
如
き
傾
向
を
ず
ら
示
し
て
レ
る
。

パ
リ
テ
ィ
価
務
が
此
の
様
な
否
定
的
批
判
に
遭
い
、
且
経
済
体
制
が
統
制

よ
り
自
固
な
解
放
的
な
そ
れ
へ
と
移
行
す
る
に
や
れ
、
新
た
な
る
価
路
政
策

が
提
唱
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
経
済
の
自
由
主
義
化
に
照
応
す
る
と
こ
ろ
の

新
な
る
経
済
政
策
の
一
面
、
即
ち
ジ
ヨ
シ
ソ

ν理
論
に
就
い
て
章
を
改
め
て

耐
園
周
知
し
て
み
る
こ
と
‘
ふ
す
る
。

四

シ
ユ
ル
ツ
が
バ
P
テ
イ
価
絡
は
有
設
な
る
価
格
機
能
を
果
L
得
な
か
っ
た

と
の
ベ
、
新
な
価
路
政
策
の
用
具
と
し
て
フ
ー
オ
ワ
1
ド
・
プ
ラ
イ
ス

l
見
越

価
絡
・
予
一
京
価
絡
を
提
唱
し
た
が
、
こ
れ
は
D
-
G
・
ジ
ヨ
シ
ソ
シ
に
依
っ
て

更

に

発

展

せ

し

め

ら

れ

て

レ

る

。

-

見
越
価
絡
は
次
に
あ
げ
る
二
つ
の
目
的
を
も
っ
。

一
、
将
来
の
需
給
条
件
に
適
合
す
る
様
な
最
も
確
か
と
思
わ
れ
る
将
来
価

絡
の
計
測
値
を
与
え
る
こ
と
。

二
、
農
業
者
の
直
面
し
て
い
る
価
格
の
不
確
実
性
を
滅
少
せ
し
め
、
旦
こ

れ
を
全
経
済
に
転
被
せ
し
め
る
こ
と
。

此
の
様
な
業
務
は
個
々
の
農
家
を
も
っ
て
し
て
は
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い

た
め
、
政
府
機
関
に
依
っ
て
行
は
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
此
の
限
り

で
は
予
示
価
格
政
策
も
亦
国
家
政
策
、
と
し
て
の
性
質
を
も
っ
。

此
の
予
示
価
務
と
、
在
来
の
パ
リ
テ
ィ
価
総
と
の
相
違
は
、
後
者
が
過
去

の
年
次
を
基
準
と
し
た
バ
ッ
グ
ワ
ー
ド
・
プ
ラ
イ
ス
で
ふ
り
、
現
時
点
に
於

け
る
非
農
業
部
門
の
運
動
と
の
密
接
な
関
連
に
於
て
把
握
さ
れ
た
も
の
で
な

い
た
め
、
価
絡
の
硬
直
性
が
他
部
門
価
格
'
と
の
聞
に
不
可
避
的
に
摩
擦
、
乃

至
は
不
均
衡
を
生
ぜ
し
め
る
傾
向
を
も
っ
に
対
し
、
前
者
は
、
非
農
業
部
門

の
運
動
と
の
相
関
、
及
び
供
給
に
及
ぼ
す
自
然
的
諸
条
件
の
数
果
を
も
考
慮

し
た
上
で
の
価
絡
で
あ
る
た
め
、
パ
リ
テ
ィ
価
格
に
見
ら
れ
る
様
な
欠
点
は

相
当
除
去
せ
ら
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
o

斯
く
ru
価
柑
初
予
想
が
正
確
で
あ
る

な
ら
ば
、
各
農
家
は
敷
果
的
な
資
源
配
分
を
伴
う
と
こ
ろ
の
生
産
計
画
を
樹

て
う
る
で
あ
ろ
う
。
且
つ
叉
所
得
配
分
も
限
界
生
産
力
的
見
地
か
ら
す
る
時

改
善
せ
ら
れ
、
安
定
J

も
亦
達
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
価
格
予
想
が
不

確
実
な
場
合
に
は
此
の
様
な
利
点
は
実
現
ぜ
ら
れ
ぬ
こ
と
は
勿
論
、
政
府
は

一
定
価
格
を
保
証
す
る
意
味
で
の
財
政
負
担
を
せ
ね
ば
な
ら
な
レ
の
で
あ

る
。
政
府
に
依
る
財
政
負
担
の
点
は
然
し
、
予
一
応
価
絡
政
策
に
於
て
は
著
司
令

し
〈
そ
の
比
重
を
滅
じ
℃
い
る
と
見
ら
れ
る
o

叉
此
の
予
一
示
価
施
の
一
特
性
は
、
市
場
価
格
を
政
策
価
絡
に
依
り
歪
め
る

こ
と
な
く
、
価
格
予
想
を

E
確
な
ら
し
め
る
こ
と
に
依
っ
て
、
農
家
経
蛍
方

式
を
此
の
市
場
価
絡
に
適
応
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
と
も
言
い
得
ょ
う
o

即

ち
予
一
示
価
絡
は
、
理
論
的
に
は
、
有
数
な
価
絡
機
簡
を
果
し
う
る
も
の
と
考

え
て
差
支
え
な
い
も
の
と
思
う
o
需
要
と
供
給
と
の
一
致
す
る
点
に
於
て
価

格
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
価
格
が
経
済
運
動
の
パ
ラ
メ
タ
ー
で
あ
る

こ
と
が
自
由
主
義
的
資
本
主
義
経
済
機
構
の
支
柱
で
あ
る
が
故
に
、
予
一
部
価

絡
政
策
は
価
路
政
策
と
し
て
見
る
時
確
か
に
統
制
よ
り
自
由
ヘ
の
一
歩
を
進

め
た
も
・
の
と
言
え
よ
う
o

然
ら
ば
此
の
予
一
示
価
格
政
策
は
、
農
業
の
安
定
的
繁
栄
の
積
極
的
基
礎
た

九



り
得
る
で
ゐ
ろ
う
か
。
従
来
の
価
格
政
策
と
対
比
す
る
時
、
価
絡
機
能
面
に

於
け
る
斬
新
性
は
認
め
ね
ば
な
む
ま
い
。
次
に
こ
れ
を
景
気
循
環
の
立
場
か

ら
見
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ヶ
イ
シ
ズ
の
言
う
様
に
、
景
気
安
動
要
因
が

非
農
業
部
門
に
あ
り
、
叉
近
代
景
気
循
環
論
の
説
く
如
〈
、
農
業
諸
要
因
の

芳
一
動
が
単
に
間
関
乱
要
因
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
る
な
ら
ば
、
農
業
に
於
け
る
生

産
及
び
価
格
の
安
定
化
は
、
単
に
擾
乱
要
因
を
循
環
体
系
よ
り
消
去
す
る
丈

で
あ
り
、
そ
の
体
系
自
体
の
安
定
化
に
積
極
的
な
放
呆
を
与
え
得
な
い
で
あ

ろ
う
o
農
業
の
景
気
受
動
は
此
の
点
か
ら
す
る
も
不
可
避
的
で
あ
る
。

更
に
、
農
業
に
於
け
る
貧
乏
の
問
題
に
関
し
て
も
予
一
示
価
格
の
致
果
に
期

待
し
得
な
い
。

斯
く
て
予
一
広
側
路
の
採
否
は
広
義
の
「
厚
生
」
な
る
観
点
に
依
る
と
同
時
に

l
寧
ろ

l
在
来
の
制
限
、
玉
義
的
と
自
由
主
義
的
・
国
家
主
義
的
と
国
際
的
政

策
と
の
二
者
旧
日
一
に
か
L

っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
c
国
際
的
観
点
に
立
っ
て

農
政
の
方
向
を
考
え
る
時
、
こ
の
シ
カ
ゴ
学
派
の
価
格
政
策
観
に
は
多
く
の

真
実
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
然
し
、
こ
の
二
価
格
政
策
の
理

論
的
抗
一
は
別
と
し
て
も
、
現
在
も
猶
パ
リ
テ
ィ
価
格
方
式
が
基
準
年
次
を

技
術
的
に
現
時
点
に
近
づ
け
る
方
法
を
採
用
す
る
事
に
依
り
一
般
に
行
は
れ

て
レ
る
事
実
は
、
予
示
価
格
な
る
も
の
技
術
的
不
確
実
性
も
あ
る
が
、
大
衆

の
デ
十
年
代
恐
慌
の
歴
史
的
体
験
に
も
と
ず
く
と
こ
ろ
の
政
治
的
意
識
の
昂

揚
に
依
り
、
政
策
の
転
換
が
困
難
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
は
れ
る
。

結

こ
れ
ま
で
私
は
一
二
十
年
代
の
米
国
農
政
の
一
面
の
現
在
に
至
る
推
移
を
概

一
回

O

観
し
て
来
た
。
そ
し
て
、
農
政
と
厚
生
経
済
苧
と
の
交
渉
に
就
い
て
検
討
し

て
見
た
o

其
処
に
見
ら
れ
た
も
の
を
要
約
し
よ
う
。

先
、
つ
ピ
グ
1
の
厚
生
の
ご
一
命
題
と
農
政
に
就
い
て
o

此
処
に
再
述
ナ
る
ま

で
も
な
く
、
ピ
グ
1

の
第
一
、
第
二
命
題
は
満
足
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て

第
三
命
題
、
却
も
安
定
に
関
し
て
は
そ
の
政
策
主
力
の
す
べ
て
が
注
が
れ
て

い
る
と
見
て
差
支
え
な
い
も
の
と
思
う
o
序
に
の
ベ
た
如
く
、
米
国
農
政
の

本
質
は
厚
生
経
済
学
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
寧
ろ
よ
り
一
層
卑
近
な
農

業
の
救
済
と
、
農
民
所
得
の
可
及
的
維
持
増
大
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
る
も
以
上
の
如
く
結
論
し
う
る
で
為
ろ
う
o

然
し
、
農
政
の
支
柱
で
あ
り
、
最
大
の
武
器
で
あ
っ
た
パ
リ
テ
ィ
価
格
は

叉
同
時
に
厚
生
命
題
実
現
の
手
段
た
り
得
な
か
っ
た
。
パ
リ
テ
ィ
値
絡
が
此

の
機
能
を
果
し
得
ぬ
と
い
う
=
」
と
は
、
米
国
農
政
と
厚
生
経
済
学
と
の
訣
別

を
意
味
ず
る
。
此
処
で
米
国
農
政
と
厚
生
の
第
三
一
命
題
を
め
ぐ
っ
て
異
論
が

あ
る
と
思
う
o
然
し
経
済
の
安
定
し
た
均
衡
発
展
は
、
唯
に
厚
生
経
済
学
に

限
ら
れ
た
目
的
で
は
な
く
、
景
気
循
環
政
策
一
般
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
考

え
合
せ
る
時
、
農
業
生
産
の
安
定
、
農
産
物
価
格
、
農
薬
所
得
の
安
定
は
必

ず
し
も
厚
生
経
済
学
の
、
方
向
へ
米
国
農
政
が
一
歩
踏
み
出
し
た
こ
と
を
意
味

し
な
い
か
ら
で
あ
る
o

(

註一
2
)

米
国
農
政
を
厚
生
経
済
学
的
見
地
か
ら
建
て
直
そ
う
と
し
た
シ
ユ
ル
ツ
は

斯
く
て
予
一
応
価
格
政
策
を
提
唱
す
る
一
面
、
成
長
率
の
観
点
か
ら
厚
生
の
積

極
的
実
現
の
可
能
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
然
し
、
此
処
で
注
意
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
点
は
、
予
示
価
格
が
正
確
で
あ
れ
ば
農
業
生
産
は
有
数
に
行
は
れ
、

需
給
は
調
節
せ
ら
れ
、
斯
〈
て
農
業
生
産
及
び
所
得
の
安
定
は
得
ら
れ
る
?

あ
ろ
う
が
、
凸
旦
2』
2∞}宮}冨
ω三L同

の
貧
困
の
問
題
は
改
善
さ
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
O

即
ち
安
定
は
農
業
者



の
所
得
が
工
業
労
働
者
の
そ
れ
に
ひ
と
し
く
な
る
事
を
何
ら
保
証
す
る
も
の

で
な
い
か
ら
で
ら
る
。
此
の
貧
困
の
問
題
の
解
決
は
価
格
政
策
以
外
の
他
の

方
法
、
即
ち
農
業
と
非
農
業
両
部
門
の
成
長
率
の
関
係
に
求
め
ね
ば
な
ら
な

い
。
斯
く
て
、
シ
ユ
ル
吋
ノ
に
於
て
は
予
示
価
格
政
策
と
成
長
率
の
問
題
と
は

表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
o
然
る
に
シ
ユ
ル
ツ
は
後
者

の
問
題
に
関
し
て
何
等
積
極
的
な
提
言
を
な
す
こ
と
な
く
単
な
る
問
題
提
起

に
止
め
て
い
る
o
此
の
点
今
少
し
掘
り
下
げ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

だ
が
此
の
様
に
米
国
農
政
の
推
移
を
見
て
来
る
時
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る

点
は
、
厚
生
経
済
学
を
基
礎
と
す
る
考
え
方
が
一
般
化
し
て
来
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
厚
生
経
済
学
が
経
済
政
策
の
基
盤
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史

的
に
見
れ
ば
、
米
国
資
本
、
正
義
経
済
体
制
内
に
於
て
所
得
の
合
理
的
再
配
分

が
問
題
と
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
レ
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
斯
〈
考
え
得
る
と
す
れ
ば
、
叉
斯
か
る
方
向
へ
の
経
済
政
策
の
動
き
が

実
現
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
厚
生
経
済
学
は
真
に
「
実
証
科
学
」
と
し
て
の
意

義
を
与
え
ら
れ
る
で
、
あ
ろ
う
o

然
し
、
現
在
に
於
て
は
、
厚
生
経
済
学
は
米
国
経
済
政
策
を
動
か
す
基
盤

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

(註
l
)

此
の
詳
細
に
つ
レ
て
は
久
武
雅
夫
「
経
済
分
析
の
数
字
的
基

礎
」
一
二
三
一
良
以
下
参
照

(註
2
)

第
一
章
の
冒
頭
に
も
の
ベ
た
様
に
、
経
済
政
策
の
目
的
は
大

衆
、
の
極
大
福
祉
に
ら
る
。
然
し
此
処
で
号
一
目
う
福
祉
と
は
広
義
の
福
祉

で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
厚
生
経
済
学
的
に
解
釈
さ
れ
た
も
の
で
な

い
。
そ
れ
故
、
米
国
農
政
も
広
義
の
農
民
福
祉
を
問
題
と
し
た
の
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
如
く
、
厚
生
経
済
学
的
福

祉
を
問
題
と
し
た
の
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
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